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特集　今から始める、浸水対策
表紙　バスの乗り方、もう分かるよ　～公共交通機関を利用しよう～
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特
集浸水対策

対策の
３本柱 具体策

ためる
雨水貯留施設の整備、透水性舗装
の整備、学校・公園・公共施設・
各戸での貯留・浸透の推進など

ながす
低地等への流入抑制、河川の改修・
しゅんせつ、雨水ポンプ場の整備
等など

そなえる

防災情報の確実な伝達と把握、他
自治体や事業所との協定、自主防
災組織の訓練、ハザードマップの
周知・理解

施設種別 規格 補助率 補助限度額 設置数の限度

雨水貯留槽
地上設置型

貯留容量が 0.1m3 以上 0.3m3 以下のもの
資材費の 4 分の 3

5 万円 / 基
地上設置型、地下
埋設型にかかわら
ず計 2 基まで

貯留容量が 0.3m3 を超え 1m3 以下のもの 10 万円 / 基

地下埋設型 貯留容量が 1m3 以上のもの 工事費の 4 分の 3 10 万円 /m3

（上限 50 万円 / 基）

浄化槽転用雨水貯留槽
公共下水道供用開始日から 3 年以内のもの 工事費の全て 10 万円 / 基

1 基まで
公共下水道供用開始日から 3 年を超えるもの 工事費の 2 分の 1 5 万円 / 基

雨水浸透ます
新設住宅等に設置する場合 資材費の 4 分の 3 1.5 万円 / 基

5 基まで
既設住宅等に設置する場合 工事費の 4 分の 3 2.5 万円 / 基

今から始める、浸水対策
－みんなの力がまちを救う－

今から始める、浸水対策
－みんなの力がまちを救う－

平成 21 年 7 月の豪雨災害の様子。水路があふれ道路との境目がわからなくなった。（大歳）

表１ 「総合浸水対策計画」対策の３本柱

表２ 山口市雨水流出抑制施設設置補助制度

　

こ
れ
ま
で
の
浸
水
対
策
は
、
雨
水
排
水
施
設

の
整
備
な
ど
、「
防
災
」
の
視
点
で
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
、
都

市
化
に
伴
う
農
地
の
減
少
な
ど
に
よ
り
雨
水

流
出
量
が
増
大
し
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
整
備
だ

け
で
は
災
害
を
防
ぎ
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市

で
は
、「
防
災
」
だ
け
で
な
く
、
被
害
を
軽
減

す
る
「
減
災
」
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
特
集
は
、み
ん
な
で
で
き
る「
減

災
」
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

 

下
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整
備
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み
ん
な
が
で
き
る

　
「
た
め
る
」「
な
が
す
」「
そ
な
え
る
」

　

山
口
市
総
合
浸
水
対
策
計
画
で
は
、
人
的
被

害
の
回
避
や
、
市
民
生
活
・
社
会
経
済
活
動
へ

の
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
た
め
、
表
１

の
３
本
柱
に
よ
り
浸
水
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
次
の
よ
う
な
協
力

を
し
て
頂
く
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
減
災
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
た
め
る
」
対
策
と
し
て
は
、
各
ご
家
庭
な

ど
で
雨
水
を
た
め
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
雨
水
貯
留
槽
や
雨
水
浸
透
ま
す
を
設

置
さ
れ
る
場
合
の
補
助
金
制
度
（
表
２
参
照
）

を
平
成
27
年
８
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
使
わ
な

く
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
槽
と
し
て
利

用
し
た
り
、
屋
根
に
降
っ
た
雨
を
タ
ン
ク
に
た

め
た
り
、
ま
す
か
ら
地
面
に
し
み
こ
ま
せ
た
り

す
る
も
の
で
、河
川
へ
の
雨
水
の
流
入
を
抑
え
、

た
め
た
水
は
庭
木
の
水
や
り
な
ど
に
利
用
で

き
る
な
ど
節
水
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
「
な
が
す
」
対
策
と
し
て
は
、
水
路
の
清
掃

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
枯
れ
葉
や
ご
み
な
ど

を
取
り
除
く
こ
と
で
、
河
川
へ
水
が
流
れ
や
す

く
な
り
、
低
地
へ
の
雨
水
の
逆
流
を
防
ぐ
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
「
そ
な
え
る
」
対
策
と
し
て
は
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
訓
練
へ
の
参
加
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
訓
練
に
参
加
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

ど
う
避
難
す
る
か
を
事
前
把
握
す
る
こ
と
で
、

人
的
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
地
域
を
救
う

　

河
川
の
整
備
や
ポ
ン
プ
車
の
配
備
だ
け
で

は
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
は
太
刀
打
ち
で
き

ま
せ
ん
。
地
域
や
個
人
に
よ
る
災
害
か
ら
身
を

守
る
地
道
な
取
り
組
み
が
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
災
害
を
「
減
ら
す
」
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。
降
雨
が
少
な
い
今
の
時
期
こ
そ
、
減

災
対
策
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
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事例３ そなえる

▲雨水貯留槽にたまった雨水を
じょうろに入れている様子

「災害への知識を次世代に」

事例２ ながす 「河川清掃がまちづくりにも」

　

体
育
館
に
広
げ
た
地
図
を
見
な
が
ら

災
害
時
に
つ
い
て
話
し
合
う
生
徒
ら

▲

「浸水対策と節水に、貯留槽で一石二鳥」事例１ ためる

　市の清掃月間
に合わせて毎年
清掃している

▲

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る 

減
災
対
策
事
例

　雨水流出抑制施設設置補助制度を活
用して、実際にご自宅に雨水貯留槽を
設置された小郡（大正上）の中島徳雄
さん宅に伺いました。
　中島さんが雨水貯留槽を設置しよう
と思ったきっかけは平成 21 年 7 月の
豪雨でした。玄関先まで浸水があり「土
嚢をついて防ごうと思ったがあっとい
う間に水が迫ってきた」と中島さん。
災害体験が浸水対策の関心を高めたそ
うです。
　購入された雨水貯留槽は地上設置型
で、屋根に降った雨を雨どいを通じて

貯留槽に集めるものです。近くのホー
ムセンターで購入し、ご自分で設置さ
れました。「雨の少ない時期は、たまっ
た水をじょうろに入れて庭にまいてい
る。節水にもなり助かっている」と中
島さん。１カ月後には、玄関先の水や
りにと、２つ目も設置されました。「補
助制度の手続きは、設置前に申請して、
設置したら領収書などを市へ提出する
だけだった」。また「みんなで雨水を
ためることができれば河川に流れる雨
水が減り、浸水被害も減るのでは」と
話されました。

雨でいっぱいになり溢れた。河川の傾斜が緩く水が流れに
くいが、この活動で少しでも河川の流れが良くなれば」と
話しました。しかし清掃に参加される方の年齢層は高く、
作業は決して簡単ではありません。「湯田は観光地にも近い
ので綺麗にして
おきたい。あと
何年続けられる
かわからないが
できる限り続け
ていきたい」と
話されました。

　近年のゲリラ豪雨は、河川で雨水を流すこと
ができる許容量をはるかに超え、私たちの住む
住宅地まで雨水が逆流する事も珍しくありませ
ん。堆積した土や草、ゴミなどにより流れに
くい状況はさらにこの問題を深刻化させていま
す。市や県は川底にたまった土を取り除いてい
ますが、河川の支流は無数に広がっており行政
だけの対応では十分とは言いきれません。
　朝倉中央町内会と元町町内会では平成８年か
ら地域を流れる前田川の清掃を行っています。
平成 21 年には「前田川をきれいにする会」を
立ち上げ、毎年 5 月に河川の草刈り清掃を行っ
ています。会長の鶴岡正佳さんは「平成 25 年
７月の豪雨の時、川底から３ｍもある前田川が

ど、子どもに対する防災教育も積極的に行ってい
ます。地域内の危険箇所の把握やそれらが引き起
こすリスクを平常時からイメージすることで、平
常時の備えをより具体化するものです。
　参加した生徒は、自分の住んでいる地域の地図
にハザードマップの災害危険箇所を書き写し、自
分の家がどこにあり、どのような危険がはらんで
いて、災害時はどこを通ってどこに避難したら良
いかなどを、地域の自主防災組織の方々と話し合っ
ていました。嘉川の自治連合会自治部会長の竹本
憲治郎さんは「今日の訓練を生かして、災害の時
は近所のお年寄りの避難を手伝って欲しい」と話
されました。

　嘉川地域と佐山地域は、いち早く自主防災組織を
立ち上げ、地域住民への危険箇所の周知や避難訓練
などで災害時に備えています。平成 26 年度からは、
川西中学校の１・２年生を対象に図上訓練を行うな
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（　）内は前年度比、
　　下段は構成比。
　　　　歳出も同様

平
成
26
年
度

決
算
報
告

平
成
26
年
度
の
決
算
が
、
昨
年
12
月
の
平
成
27
年
第
５
回
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
の
歳
入
歳
出
の
実
績
に
つ
い
て
、
市
民
1
人
当
た
り
に
置
き
換
え
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
０

※
市
民
１
人
当
た
り
の
換
算
額
は
、
平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
の
人
口
19
万
３
８
２
７
人
を
基
に
算
出

【表 1】市税の内訳

市が自ら調達できる収入
（自主財源）

16 万 4,288 円

国や県を経由する収入（依存

財源）24 万 6,958 円

市税    13 万 4,779 円

諸収入
　預金利子や市が融資した
　貸付金の返済金など

1 万 174 円

その他（分担金、負担金、　
　使用料、手数料、    財産収入、
　寄附金、繰入金、繰越金）
                 1 万 9,335 円

地方交付税
　市町村間の財源の均衡を図
　るため、国が交付するお金

8 万 6,116 円

市債 市の借金
 6 万 733 円

国庫支出金 一定の事業に
　ついて、国が負担するお金

5 万 1,670 円

県支出金 一定の事業につ
　いて、県が負担するお金

3 万 967 円

その他（地方譲与税、交付
　金等） 　   1 万 7,472 円

市民 1 人当たりに換算すると

41 万 1,246 円
一般会計歳入総額

797 億 1,050 万円
前年度比 2.3％増

税　　　目 平成 26 年度
決算額

市民 1 人当たり
金額

構成比
（％）

前年度比
（％）

個 人 市 民 税 95 億 461 万円 ４万 9,037 円 36.4 0.8
法 人 市 民 税 28 億 4466 万円 1 万 4,676 円 10.9 5.9
固 定 資 産 税 105 億 2,565 万円 5 万 4,304 円 40.3 0.3
軽 自 動 車 税 4 億 3,228 万円 2,230 円 1.6 2.8
た ば こ 税 12 億 7,458 万円 6,576 円 4.9 △2.7
鉱 産 税 1 万円 0 円 0.0 △75.0
入 湯 税 7,770 万円 401 円 0.3 △7.1
都 市 計 画 税 14 億 6,424 万円 7,555 円 5.6 △0.4

合　　　計 261 億 2,373 万円 13 万 4,779 円 100.0 0.9

一 

般 

会 

計

歳 

入

※内訳は
　【表 1】参照

県支出金
60 億 217 万円
（24.0％増）

7.5％

諸収入
19 億 7,204 万円

（26.7％減）
2.5％

自主財源
39.9％

依存財源
60.1％

市税
261 億 2,373 万円

（0.9％増）
32.8％

その他
37 億 4,762 万円

（30.9％増）
4.7％

地方交付税
166 億 9,158 万円

（3.2％減）
20.9％

国庫支出金
100 億 1,509 万円

（8.4％減）
12.6％

市債
117 億 7,172 万円

（14.0％増）
14.8％

その他
33 億 8,655 万円

（9.4％増）
4.2％

　

一
般
会
計
と
は
、
市
税
な
ど
を
主
な
財
源
に
、

道
路
・
公
園
の
建
設
や
福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の
中
心

的
な
会
計
で
す
。

【
歳
入
2.3
％
増
、
歳
出
2.8
％
増
、

実
質
黒
字
約
７
億
９
５
０
６
万
円
】

　

平
成
26
年
度
の
決
算
額
は
、
平
成
26
年
度
当

初
予
算
額
８
２
７
億
８
０
０
０
万
円
に
対
し
、

歳
入
が
７
９
７
億
１
０
５
０
万
円
、
歳
出
が

７
８
２
億
７
２
２
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
対

前
年
度
伸
び
率
は
、
歳
入
2.3
％
の
増
、
歳
出

2.8
％
の
増
）。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
14
億
３
８
２
１

万
円
か
ら
、
平
成
27
年
度
へ
繰
り
越
し
た

６
億
４
３
１
５
万
円
を
差
し
引
い
た
7
億
９
５
０
６

万
円
が
、
実
質
的
な
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

【
市
税
２
億
３
千
万
円
増
、市
債
14
億
５
千
万
円
増
】

　

市
税
は
、
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税
の
増

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
約
２
億
３
千
万
円
増

の
２
６
１
億
２
３
７
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民

税
な
ど
の
市
税
収
入
増
に
よ
り
、
約
５
億
６
千
万

円
減
の
１
６
６
億
９
１
５
８
万
円
に
、
国
庫
支

出
金
は
、
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
の
減
な

ど
に
よ
り
、
約
９
億
２
千
万
円
の
減
と
な
る

１
０
０
億
１
５
０
９
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
は
、
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
費

な
ど
の
増
に
よ
り
、
約
14
億
５
千
万
円
増
の

１
１
７
億
７
１
７
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
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【表 2】市債の状況

一般会計歳出総額
782 億 7,229 万円
前年度比 2.8％増

民生費
　児童、高齢者、社会全体の
　福祉のために

12 万 9,571 円

総務費
　市の運営や地域の振興のた
　めに

6 万 2,393 円

土木費
　道路や公園の整備などのた
　めに

4 万 7,077 円

教育費
　学校、社会教育のために

3 万 1,862 円

衛生費
　生活環境の充実のために

2 万 9,505 円

農林水産業費
　農林水産業の振興のために

1 万 2,976 円

公債費
　市債の償還のために

5 万 916 円

その他（議会費、災害復旧費、労働費 
など）

3 万 9,526 円

市民 1 人当たりに使われるお金は

【内訳】

平成 26 年度決算報告

区　　　分 平成 26 年度末
現在高

市民 1 人当たり
現在高

一 般 会 計 956 億 6,361 万円 49 万 3,552 円

特 別 会 計 49 億 2,193 万円 2 万 5,393 円

合    　計 1,005 億 8,554 万円 51 万 8,945 円

年 度 末 現 在 高
に 対 す る 利 息 82 億 721 万円 4 万 2,343 円

※利息については、利率見直し等により変動します。

歳 

出

民生費
251 億 1,428 万円

（9.3％増）
32.1％

総務費
120 億 9,354 万円

（6.4％減）
15.4％土木費

91 億 2,482 万円
（12.5％減）

11.7％

教育費
61 億 7,568 万円

（1.4％減）
7.9％

衛生費
57 億 1,888 万円

（3.3％増）
7.3％

農林水産業費
25 億 1,501 万円

（2.9％減）
3.2％

公債費
98 億 6,886 万円

（6.5％増）
12.6％

その他
76 億 6,122 万円

（23.6％増）
9.8％

40 万 3,826 円

【
民
生
費
21
億
５
千
万
円
増
、
土
木
費
13
億
円
減
】

　

総
務
費
は
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に

伴
う
代
位
弁
済
や
退
職
金
の
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
約
８
億
３
千
万
円
減
の

１
２
０
億
９
３
５
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

や
市
立
保
育
園
施
設
整
備
事
業
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
約
21
億
５
千
万
円
増
の

２
５
１
億
１
４
２
８
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整

備
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
約

13
億
円
減
の
91
億
２
４
８
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
は
、
平
成
25
年
に
発
生
し
た
阿
東
地
域

を
中
心
と
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
る
災
害
復
旧
費

の
増
加
や
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

よ
る
消
防
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
約
14
億
６
千
万
円
増
の
76
億
６
１
２
２
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
債
費
は
、
市
債
の
※

公
的
資
金

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
近

年
償
還
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
長
期

債
元
利
償
還
金
の
増
に
よ
り
、
決
算
額
は
前
年
度

と
比
べ
約
６
億
円
増
の
98
億
６
８
８
６
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

※
今
後
、
貸
し
手
に
支
払
う
予
定
で
あ
っ
た
利
子

相
当
額
に
対
す
る
補
償
金
の
支
払
い
が
免
除
さ

れ
る
繰
り
上
げ
償
還
の
制
度
を
利
用
し
、
後
年

度
の
利
子
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

・
平
成
26
年
度
市
税
の
決
算
内
訳
は
︻
表
１
︼
の

通
り
で
す
。

・
平
成
26
年
度
末
の
市
債
（
借
金
）
の
状
況
は
︻
表

２
︼
の
通
り
で
す
。
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特 

別 

会 

計

【表 3】特別会計歳入歳出決算概要
区　　　分 歳入決算額 前年度比 歳出決算額 前年度比 1人当たり歳出金額

国 民 健 康 保 険 210億8,207万円 3.9％ 203億6,595万円 4.1％ 10 万 5,073 円
後 期 高 齢 者 医 療 26億6,332万円 6.3％ 26億 4,638万円 6.2％ 1 万 3,653 円
介 護 保 険 157億2,672万円 4.3％ 155億5,473万円 4.2％ 8 万 251 円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 6,211万円 8.5％ 5,488万円 9.7％ 283 円
駐 車 場 事 業 5,752万円 △2.9％ 3,883万円 1.0％ 200 円
小郡駅前第三土地区画整理事業 3億1,355万円 282.0％ 3億1,355万円 282.0％ 1,618 円
簡 易 水 道 事 業 3億6,536万円 △20.2％ 3億6,530万円 △18.1％ 1,885 円
農 業 集 落 排 水 事 業 5億435万円 △5.3％ 5億435万円 △5.3％ 2,602 円
漁 業 集 落 排 水 事 業 1,611万円 4.9％ 1,611万円 4.9％ 83 円
地 域 下 水 道 事 業 466万円 △22.5％ 425万円 △29.3％ 22 円
国 民 宿 舎 3,021万円 △19.1％ 3,021万円 △19.1％ 156 円
特 別 林 野 1,816万円 97.0％ 766万円 13.1％ 39 円

合　　　計 408億4,414万円 4.4％ 399億220万円 4.4％ 20 万 5,865 円

 
主 

な 

事 

業

貸 借 対 照 表
将来の世代へ引き継ぐ資産 将来の世代が負担するお金

これまでの世代が既に負担したお金

　　公共資産                         　     2,753 億円
　　　公園・道路・学校・救急車など

固定負債　　　　　　　　　　1,003 億円
　市債・退職手当引当金など、翌々年度以降
　に支払う予定のお金
流動負債　　　　　　　　　　　 94 億円
　翌年度に支払う予定のお金

資産合計　3,137 億円 負債・純資産合計　3,137 億円

平成 26 年度決算（普通会計ベース）

純資産　　　　　　　　　　 2,040 億円
　将来の世代が負担することなく引き継ぐ
　ことができる資産

＋

従来の国や地方公共団体の会計制度は、単式簿記・現金主義といわれるもので、現金の出し入れが分かりやすい反面、
これまでに形成してきた資産の状況（ストック情報）や、行政サービスを提供するために必要としたコストの状況（コ
スト情報）を表すことができませんでした。
そこで、本市では「貸借対照表」「行政コスト計算書」「純資産変動計算書」「資金収支計算書」の財務書類を作成し、

「ストック情報」や「コスト情報」がわかるように公表しています。
例えば「貸借対照表」からは、本市が整備してきた建物や公園、道路等の社会資本の状況やこれらを形成するため
に借り入れた負債の状況など（ストック情報）が把握できます。
※財務書類等の詳細については、ウェブサイトまたは、各総合支所情報コーナー等でご覧いただけます。

山口市の財務諸表への取り組み状況について

＋

＋

　　投資等　　　　　　　　　　　    277 億円
　　　出資・基金など

流動資産　                                107 億円
　現金や１年以内に現金化できる資産

総
合
計
画
の
８
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

①
支
え
あ
い
健
や
か
な
暮
ら
し
の
で
き
る
ま
ち

　
　

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
「
や
ま
ぐ
ち
子
育
て
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

②
い
き
い
き
と
子
ど
も
が
育
ち
、
人
が
よ
り
よ
く
生

き
る
、
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

　
　

市
内
二
校
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
授
業
を
実
証
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

③
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
で
き
る
ま
ち

　
　
「
山
口
市
総
合
浸
水
対
策
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

④
自
然
環
境
と
調
和
し
た
暮
ら
し
の
で
き
る
ま
ち

　
　

小
型
風
力
発
電
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及
促
進
を
図

り
ま
し
た
。

⑤
機
能
的
な
都
市
基
盤
が
整
い
、
発
展
し
て
い
く
ま
ち

　
　

新
山
口
駅
に
南
北
自
由
通
路
お
よ
び
橋
上
駅

舎
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
一
の
坂
川

交
通
交
流
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
市
民
生
活
を
支
え
、地
域
の
活
力
を
生
む
産
業
の
ま
ち

　
　

足
湯
施
設
と
カ
フ
ェ
機
能
を
備
え
た
、
湯

田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点
施
設
「
狐
の
足
あ
と
」

を
開
館
し
ま
し
た
。

⑦
と
も
に
力
を
あ
わ
せ
て
つ
く
る
ま
ち

　
　

老
朽
化
し
た
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
替

え
に
向
け
た
建
設
設
計
等
を
実
施
し
た
ほ

か
、
大
殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
増
築
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

⑧
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
行
政
運
営

　
　

山
口
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
本
部
を
立

ち
上
げ
、
全
庁
的
な
推
進
体
制
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

な
ど
、
特
定
の
目
的
の
た
め
事
業
を
行
う
場
合

に
、
保
険
料
な
ど
特
定
の
収
入
を
そ
の
支
出
に

充
て
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す

る
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は

︻
表
３
︼
の
通
り
で
す
。
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市の財政ってどうなってるの？

山口市の台所事情 ～家計の 1 カ月分に例えると～

平成 26 年度決算を分かりやすくするために、山口家 ( サラリーマンのお父さん、
パート勤めのお母さん、2 人の子ども）の家計に置き換えて考えてみましょう。
1 カ月分の金額は、26 年度普通会計（※）の決算額の 1 万分の 1 を 12 で割って算出し、
千円単位で四捨五入。（ ）内は 26 年度決算額
※普通会計とは、地方公共団体間の財政比較のため、地方財政統計上で統一的に用いられている会計区分です。
　本市の普通会計には、一般会計、地域下水道事業特別会計、特別林野特別会計、小郡駅前第三土地区画整理事業特別

会計（一部）が含まれます。

｢山口市の台所事情｣ や ｢市財政運営健全化計画｣ など、詳しくはウェブサイトに掲載（｢山口市 財政｣ で検索）

食費・税金・社会保険料 11 万円 ⓐ 

（人件費 131 億 4,074 万円）　
医療費・養育費 12 万円 ⓑ 

（扶助費 143 億 8,418 万円）　

光熱水費・電話代等 7 万 5,000 円 ⓒ 

（物件費 90 億 701 万円）　

子どもへの仕送り 5 万 7,000 円 ⓓ 

（繰出金 68 億 1,270 万円）　

町内会費、サークルや会合の会費                 6 万円 ⓔ 

　（補助費等 71 億 9,482 万円）　

ローンの返済　　　　　　　　 　7 万 9,000 円 ⓕ 

（公債費 94 億 7,605 万円）　

自宅・借家の増改築、家電購入等 12 万 8,000 円 　 

   （普通建設事業費、維持補修費等 154 億 1,077 万円）  

貯金 2 万円 　

（積立金 24 億 3,320 万円）　

　　　　　支出合計　64 万 9,000 円
　　　　　 （合計 778 億 5,947 万円）

給料                                          21 万 8,000 円 ①
（市税 261 億 2,373 万円）　

家賃収入 3 万 2,000 円 ②
（使用料・手数料等 39 億 12 万円）　

パート収入 3 万 9,000 円 ③
（地方譲与税、交付金等 46 億 7,488 万円）　

親などからの協力・援助 30 万 5,000 円 ④
  （地方交付税、臨時財政対策債、国・県支出金等 

366 億 4,103 万円）　
貯金の利子 3,000 円 　

（財産収入 3 億 5,885 万円）　

自宅増改築等のための借入れ 6 万 3,000 円 　

（市債〈臨時財政対策債を除く〉75 億 9,800 万円）　

貯金の取り崩し 1,000 円 　

（基金繰入金 1,198 万円）　

収入合計　66 万 1,000 円
（合計 793 億 859 万円）

支出収　入
支　出

給料などに加えて、親からの協力・
援助を活用して家計を賄っています。 家計に例えると

平成 26 年度決算を分かりやすくするために、山口家 ( サラリーマンのお父さん、平成 26 年度決算を分かりやすくするために、山口家 ( サラリーマンのお父さん、

平成 26 年度決算報告

支出を見ると、食費、医療費・養育費、光熱水費と
いった生活費が 30 万 5,000 円（ⓐ + ⓑ + ⓒ）、子
どもへの仕送りが 5 万 7,000 円（ⓓ）、町内会費や
サークル等の会費が 6 万円（ⓔ）、ローンの返済が 7
万 9,000 円（ⓕ）あり、これらを合わせて毎月必要
な支出は 50 万 1,000 円になっています。
一方収入を見ると、給料や家賃収入を合わせて 25 万
円（① + ②）ありますが、これだけでは毎月の支出
金額を賄うことができません。このため、毎月のパー
ト収入３万 9,000 円（③）や親からの協力・援助
30 万 5,000 円（④）を活用してやりくりをしてい

ます。なお、毎月の残金と借入金等により、自宅や借
家の増改築、家電購入等を行っています。

- 今後の見通しと取り組み -　
将来の財源不足に備えて行財政改革を推進
現状では、財源不足を補うような基金の取り崩しは
行っていませんが、合併による国からの財政支援措置
が終了する平成 32 年度には、財源不足が生じる見通
しとなっています。
市では、このような財政状況を踏まえ、「市財政運営
健全化計画」を策定し、改めて歳入・歳出の両面から
行財政改革により、持続可能で自立した財政基盤の確
立を目指した取り組みを進めています。
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ごみ処理の現状
平成 26 年度の

資源循環推進課　☎ 083-941-2173

ご
み
は
減
っ
て
い
ま
す

家庭から出されるごみの多くを占める生
ごみは、約８割が水分であるといわれて
います。しっかり水切りを行っていただ
くことで、ごみの減量へつながります。

衣類等製鉄材料鉄筋等

ペットボトル缶金属・小型家電製品

分
別
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

資　源 回収量 売払金額
ペットボトル 400 ｔ 2,243 万円
アルミ缶 230 ｔ 4,017 万円
スチール缶 185 ｔ 565 万円
新聞 2,139 ｔ 1,686 万円
雑がみ 1,564 ｔ 1,233 万円
破砕鉄 149 ｔ 428 万円
破砕アルミ 26 ｔ 249 万円
金属・小型家電製品 1,283 ｔ 2,551 万円

 1.4 
　 億円

リサイクルで得た収入

ごみの収集
9 億 4,693 万円

可燃ごみの焼却
13 億 7,637 万円

不燃ごみの中間処理
2 億 5,228 万円

不燃ごみの埋め立て
1 億 5,893 万円

資源物の選別・圧縮など
1 億 4,600 万円

売却した主な資源物

ごみの量は市民一人につき
１日当たり 1,073g でした

ゴミ処理にかかった費用

28.8
　　　億円

分別することが、ごみの減
量にもつながります。皆さ
んのご協力をお願いします。

生ごみの水切りに
ご協力ください
生ごみの水切りに
ご 協 力 く だ さ い

　

平
成
26
年
度
の
ご
み
の
量
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
約

１
５
０
０
㌧
減
少
し
、
約
７
万
４
５
０
０
㌧

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
み
の
収
集
や
、
焼
却
・
中
間
処
理
・

埋
め
立
て
に
掛
か
っ
た
費
用
は
、
人
件
費
や
処

理
施
設
建
設
の
減
価
償
却
費
お
よ
び
起
債
償

還
利
子
を
含
め
、
約
28
億
８
千
万
円
で
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
ご
み
の

分
別
が
進
ん
で
い
ま
す
。
回
収
し
た
資
源

物
は
、
売
却
し
て
収
入
と
な
っ
た
り
、
再

生
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
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定例会の様子

■
平
成
27
年
第
５
回
市
議
会
定
例
会
を
開
催

■
地
方
創
生
に
係
る
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

■
ト
ゥ
ル
ー
ジ
オ
株
式
会
社
の
進
出
が
決
定

左から市長、金子県企業
立地統括監、鶴社長

左から福田頭取、市長、矢儀社長

■
小
郡
図
書
館
入
館
１
０
０
万
人
達
成

セレモニーの様子

ワ
イ
エ
ム
エ
フ
ジ
ー

ゾ
ー
ン

　

平
成
27
年
11
月
26
日
、
地
方
創
生
に
係
る

新
た
な
施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
株
式
会
社
山
口
銀
行
お
よ
び
株
式
会

社
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ 

Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
プ
ラ
ニ
ン
グ
と
地

方
創
生
に
係
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

市
長
は

「
互
い
に
連

携
を
深
め
ら

れ
る
こ
と
は

心
強
い
。
締

結
を
契
機

に
、
地
域
の

中
小
企
業
等

の
支
援
、
若

者
の
就
業
支

援
や
雇
用
促
進
、
都
市
核
の
機
能
強
化
な
ど

を
さ
ら
に
進
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
地
方
創
生
を
前
進
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

株
式
会
社
山
口
銀
行
の
福
田
頭
取
は
「
成

果
を
上
げ
、
実
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
株
式
会

社
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ 

Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
プ
ラ
ニ
ン
グ
の
矢
儀

社
長
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
活
性

化
に
つ
な
げ
、
山
口
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

     

企
画
経
営
課

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
８
２

　

平
成
27
年
12
月
24
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ー

ジ
オ
株
式
会
社
（
本
社
東
京
都
港
区
）
が
、

小
郡
黄
金
町
に
進
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

山
口
総
合
支
所
で
本
市
と
進
出
協
定
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
市
長
は
「
本
市
基
幹
産
業
で
あ

る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
性
化
と
高
度
化
へ
つ

な
が
る
。
と
り
わ
け
若
者
の
働
く
場
所
の
創

出
に
大
き
く
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ト
ゥ
ル
ー
ジ
オ
株
式
会
社
の
鶴
代
表
取

締
役
社
長
は
「
山
口
市
に
貢
献
し
な
が
ら
、

特
色
あ
る
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

　

新
事
業
所
は
、
平
成
28
年
２
月
に
開
設
予

定
で
、
今
後
地
元
を
中
心
に
20
人
が
雇
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

     

産
業
立
地
推
進
室

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
１
３

　

平
成
27
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
18
日
の

間
、「
平
成
27
年
第
5
回
市
議
会
定
例
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
山
口
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
推
進
、
本
庁
舎
の
整
備

に
関
す
る
検
討
委
員
会
、
ス
ペ
イ
ン
の
パ
ン

プ
ロ
ー
ナ
市
と
の
国
際
交
流
、
レ
ノ
フ
ァ
山

口
Ｆ
Ｃ
の
Ｊ
２
リ
ー
グ
昇
格
な
ど
、
市
政

の
概
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
山
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

や
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
、
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
な
ど
計
74
の
議
案
を
上
程
し
、

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
議
会
で
は
、
第
４

回
臨
時
会
に
上
程
し
た
平
成
26
年
度
一
般
・

特
別
会
計
決
算
に
係
る
全
て
の
議
案
も
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

     

市
議
会
事
務
局

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
５
４

　

平
成
27
年
12
月
25
日
、
小
郡
図
書
館
が

開
館
以
来
１
０
０
万
人
目
の
来
場
者
を
迎

え
、
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
万

人
目
と
な
っ

た
の
は
、
小

郡
在
住
の

河
田
博
子
さ

ん
。
河
田
さ

ん
は
「
毎
週
利
用
し
て
い
る
。
新
刊
も
多

く
て
便
利
。
１
０
０
万
人
目
と
い
う
こ
と

で
驚
い
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
郡
図
書
館
は
、
平
成
20
年
11
月
に

小
郡
総
合
支
所
の
隣
り
に
オ
ー
プ
ン
。
開

館
当
初
約
５
万
点
だ
っ
た
蔵
書
は
現
在
約

9
万
2
千
点
に
増
加
。
利
用
者
で
つ
く
る

友
の
会
「
鉢
の
子
」
と
連
携
し
て
、
定
期

的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

     

小
郡
図
書
館

　

☎
０
８
３

９
７
３

０
０
９
８
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認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
な
ど
誰
も

が
集
い
、
交
流
で
き
る
場
所
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」。
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

誰もが集える場

高齢・障がい福祉課 ☎ 083-934-2758

カフェふしの
☎ 083-925-3731
■営業時間 毎月第 3 日曜 13 時～ 15 時 
■所在地 矢原 997
■運　営 認知症の人と家族の会山口県支部  

カフェかわばた
☎ 083-986-3765
■営業時間 毎月第 2 土曜 10 時～ 15 時 
■所在地 鋳銭司 5113
■運　営 社会福祉法人梅光苑  　

ぽけっとカフェ
☎ 083-952-1800
■営業時間 毎月第 4 水曜 10 時～ 14 時 
■所在地 阿東地福 1886-1
■運　営 NPO 法人ほほえみの郷トイトイ  

お茶やお菓子を楽
しみながら、リラッ
クスした時間を一緒
に過ごしましょう　

10市報やまぐち　2016 年（平成 28 年）２月 1 日号

　 
近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。 市内の魅力を紹介します。

山 口 市宇 部 市 防 府 市

となり
ま

ちぐるっと

再発見
！

【Ｊアラートの再試験を実施します】2 月 18 日（木）14 時 15 分頃、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）によっ
て送られてくる緊急情報を、市民の皆さんにお伝えするための情報伝達試験（防災行政無線やサイレンを吹鳴す
る等）を行います。　防災危機管理課 ☎ 083-934-2723

防府お針祭り

縫針に対する感謝と裁縫の上達等を
願う祭りです。古針、折れた針をお持
ちください。当日はお針競技、和小
物等の販売、甘酒の接待（先着300人）
を開催します。中原中也記念館名誉
館長福田百合子さんの記念講演もあ
ります。
■日時　2 月 7 日（日）10 時から

針供養
■場所　防府天満宮
■問い合わせ　防府お針祭り実行委

員会 ☎ 0835-25-2148

ときわ公園梅まつり

■日時　2 月 28 日（日）10 時～
15 時

■場所　ときわ公園
【梅園クイズラリー】梅にちなんだ
クイズに答えると、ガラポンくじに
挑戦できます。（先着 300 人）

【梅干しの種飛ばし世界大会】梅干
しの種を飛ばした距離を競います。

（小学生以下、中学生～大学生、一
般の各部門で合計先着 100 人）
■問い合わせ　常盤公園管理課
 　☎ 0836-54-0551

からくり×湯田温泉
本市在住アーティ
スト原田和明さん
の作品展示会を
行っています。ひ
とつひとつ手づく
りされた「オート
マタ（からくり人
形）」は、見る人
を笑顔にさせてく
れるユーモラスな
作品ばかりで、今
回の展示のために
制作された“山
口”をテーマとし
た新作も展示されています。館内の足湯やカフェ
でゆったりとくつろぎながら、愉快なひとときを
お過ごしください。

【原田和明オートマタ展「山口物語」】
■期間　３月 31 日（木）まで　※観覧無料
■場所・問い合わせ　湯田温泉観光回遊拠点施設
「狐の足あと」☎ 083-921-8818

わがま
ち

もぐるっと

再発見
！

※認知症カフェは、月１回程度開催してい
ます。民間でも実施しており、ご紹介し
ているのは、市の補助制度（山口市認知
症地域ケア推進活動支援事業費補助金）
を活用している団体です。（いずれも利
用料として１人 100 円が必要）
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広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３︲９
３
４︲２
７
５
３

松
前
了
嗣

第９回

歴
史
発
見
！ 

こ
ね
ぇ
な
話
、
知
っ
ち
ょ
る
？

山 口

萩は

ぎ

お

う

か

ん

往
還
を
歩
く 

〜
往
時
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
〜
③

鯖山峠 -さばやまとうげ -（小鯖）

幕末の志士・高杉晋作や京都の公家・
三条実美らも越えた峠です。（山口方
面から防府方面を望む）

松前 了嗣（まつまえ りょうじ）

昭和４２年生まれ。錦町（現・
岩国市）出身。現在、本業の
傍ら「NPO 法人防長史楽会」・

「やまぐち萩往還語り部の会」・
「山口市文化財保護指導員」
などの活動に携わ
る他、講演や執筆
活動にも積極的に
取り組んでいる。

　

表
紙
の
写
真
は
、
昨
年
12
月
に
秋
穂
小

学
校
で
行
っ
た
、
公
共
交
通
教
室
の
様
子

で
す
。
参
加
し
た
児
童
は
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
、
バ
ス
カ
ー
ド
を
機
械
に
通
し
て

い
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
教
室
は
、
バ
ス
に
乗
車
し
た

経
験
が
な
い
小
学
生
が
増
え
て
い
る
中
、

バ
ス
に
対
す
る
興
味
や
親
し
み
を
も
ち
、

身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

ま
た
、
乗
車
時
の
マ
ナ
ー
や
交
通
ル
ー
ル

を
学
ん
で
も
ら

う
た
め
に
毎
年

実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
教
室

に
参
加
し
た
の

は
小
学
２
年
生

の
児
童
た
ち
。

乗
降
練
習
の
ほ

か
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
車
内
で
の
過
ご

し
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は

「
車
と
違
っ
て
広
く
て
乗
り
心
地
が
良
い
」、

「
車
い
す
の
人
も
乗
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て

驚
い
た
」
と
興
味
津
々
で
し
た
。

　

２
月
13
日
〜
19
日
は
、
市
民
公
共
交
通

週
間
で
す
。
ま
た
、
13
日
に
は
、
中
央
公

園
で
公
共
交
通
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
も
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
お
で
か
け
な

ど
の
際
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

バ
ス
の
乗
り
方
、
も
う
分
か
る
よ

～
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
よ
う
～クイズの様子

■
問
い
合
わ
せ　

交
通
政
策
課

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
２
９
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表
紙
写
真
か
ら

　

さ
あ
、
そ
れ
で
は
、
今
回
は
、
薩
摩
藩
士

も
越
え
て
来
た
、
萩
往
還
「
鯖さ

ば
や
ま
と
う
げ

山
峠
」
の
お

話
で
ご
ざ
い
ま
す
。

多
く
の
人
を
迎
え
見
送
っ
た
鯖
山
峠

　

起
伏
の
激
し
い
萩
往
還
に
は
、
多
く
の

峠※

が
あ
り
ま
す
が
、
市
内
に
あ
る
の
は
、

板い
た
ど
う
と
う
げ

堂
峠（
上
宇
野
令
）、御み

ほ
り
と
う
げ

堀
峠（
大
内
御
堀
）、

そ
し
て
、
今
か
ら
お
話
す
る
鯖
山
峠
（
下
小

鯖
）
の
３
カ
所
で
す
。

　

鯖
山
峠
に
来
ま
す
と
、
ま
ず
目
を
ひ
く
の
が

「
郡ぐ

ん
ざ
か
い境
の
碑
」
で
あ
り
ま
す
。「
従こ

れ
よ
り
き
た
よ
し
き
ぐ
ん

是
北
吉
敷
郡

従こ
れ
よ
り
み
な
み
さ
ば
ぐ
ん

是
南
佐
波
郡
」
と
刻
ま
れ
た
こ
の
碑
は
、
享

和
２
年
（
１
８
０
２
）
に
建
て
か
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。
実
に
２
０
０
年
以
上
も
の
間
、
風

雪
に
耐
え
な
が
ら
、
こ
の
地
で
静
か
に
道
行

く
人
を
見
守
っ
て
来
た
、
ま
さ
に
歴
史
の
生

き
証
人
で
す
。

　

今
年
は
、慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
１
月
、

長
州
藩
と
薩
摩
藩
が
手
を
結
ん
だ
「
薩
長
同

盟
」
か
ら
数
え
て
１
５
０
年
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
同
盟
が
締
結
し
た
翌

年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、三
田
尻
港（
防

府
市
）
に
薩
摩
藩
の
小
松
帯
刀
、西
郷
隆
盛
、

大
久
保
利
通
ら
が
到
着
。
一
行
は
萩
往
還
を

た
ど
り
山
口
に
滞
在
し
て
い
た
藩
主
・
毛
利

敬
親
に
謁
見
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
の
坂
川

の
そ
ば
に
あ
っ
た
枕
流
亭
で
は
木
戸
孝
允
、

広
沢
真
臣
、
品
川
弥
二
郎
ら
と
出
兵
に
関
す

る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
防
府
市
街
が
一
望
で

き
ま
す
。
太
陽
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
周
防

灘
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て

２
軒
の
茶
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
地

で
、
先
人
た
ち
は
眼
前
に
広
が
る
こ
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
、
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
今
、
こ
こ
に
佇
む
と
、
小
鳥
の
さ

え
ず
り
が
聞
こ
え
、
風
が
や
さ
し
く
語
り
か

け
て
き
ま
す
。

　

多
く
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え

な
が
ら
越
え
て
行
っ
た
鯖
山
峠
。
み
な
さ
ま

も
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
え
え
と

こ
ろ
で
す
よ
！

※
今
回
は
「
峠と

う
げ
」
の
表
記
で
統
一
し
て
お
り

ま
す
が
、
山
口
県
で
は
、
多
く
の
場
合
、「
と

う
げ
」
を
「
た
お
」
と
読
ん
で
お
り
、
よ
く

「
垰
」
と
い
う
字
が
あ
て
ら
れ
ち
ょ
り
ま
す
。

　

次
回
は
、５
月
１
日
号
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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 3

月

イベント名（開催地域）
問い合わせ先（電話番号）

開催日
（曜日）

5
（日）

1
（水）

19           
    （日）

山
口
市
長

　

暦
の
上
で
は
、
立
春
を
迎
え
る
頃
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
寒
さ
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
様

に
は
、
体
調
管
理
に
十
分
お
気
を
付
け
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
１
月
１０
日
に
成
人
式
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
市
で
は
、
約
２
千
人
の
皆
さ
ん
が
、

新
成
人
と
し
て
新
た
な
門
出
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
立
派
な
大
人
、
社
会
人
と
し
て
、

地
域
や
社
会
の
中
で
大
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
人
々
の
絆
に
支
え
ら
れ
た
、

活
力
と
温
か
み
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
市
民
の
皆
様
と
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
若
い
皆
さ
ん
に
は
、
本
市
を
「
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」、
そ
う

思
え
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、

積
極
的
に
地
域
づ
く
り
や
社
会
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
柔
軟

な
発
想
力
、
困
難
を
打
ち
破
る
突
破
力
を
思
う

存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
こ
れ
が
私
の
故
里
だ
」
と
、
誇
り
の
持

て
る
山
口
の
未
来
を
共
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

やまぐち新進アーティスト大
賞ノミネート作品展（～ 7 日）
　　　　　　　　　　 （大殿）
文化政策課（☎ 083-934-2717）

市民ロードレース大会
　　　　　　　　  （秋穂二島）
生涯学習・スポーツ振興課

（☎ 083-934-2874）

阿知須のひなもんまつり＆ぷ
ち街角ぎゃらりー（～ 14 日）               

（阿知須）
実行委員会 （☎ 0836-65-2129）

10
（水）

7
（日）

山口県読売駅伝 2016
（小郡、吉敷）

山口陸上競技協会事務局
（☎ 083-920-6125）

11
（木・祝）

公共交通ふれあいフェスタ
（白石）

交通政策課（☎ 083-934-2729）

市美術展覧会（～ 13日）
（白石）

文化政策課（☎ 083-934-2717）

21
（日）

19
（金）

14
（日）

市内一斉ノーマイカーデー
（市内全域）

交通政策課（☎ 083-934-2729）

全日本実業団ハーフマラソン大会
（吉敷、湯田、白石、大殿、大内）
山口陸上競技協会事務局

（☎ 083-920-6125）

（土）
／3 5

13
（土）

山口・名田島田園マラソン大会
（名田島）

実行委員会（☎ 083-972-6720）

おいでマルシェ一の坂（白石）
実行委員会
               （☎ 090-2312-0055）

ムン・キョンウォン＋ YCAM
「プロミス・パーク― 未来のパ
ターンへのイマジネーション」

（～14日）　　　       　　（白石）
山口情報芸術センター [YCAM]

（☎ 083-901-2222）

企画展「鋳銭司発掘 50 年」
（～ 21 日）         　 　（鋳銭司）
鋳銭司郷土館

（☎ 083-986-2368）

企画展Ⅱ「中也の住んだ町－
新宿」（～4月17日）   （湯田）
中原中也記念館
　　　　　  （☎ 083-932-6430）

「山口市景観写真コンテスト」
応募作品の展示および市民投
票（～ 7 日）
（白石、小郡、秋穂、阿知須、

徳地、阿東）
都市計画課 （☎ 083-934-2831）

企画展「山頭火句集『草木塔』
ができるまで」（～4月10日）                
　　　　　　　　　　  （小郡）
小郡文化資料館
　　　　　　　 （☎ 083-973-7071）

特別展「中世の山口を掘る」
（～ 3 月 27 日）         （白石）
歴史民俗資料館
　              （☎ 083-924-7001）

23
（火）

第 1 回景観写真
コンテスト大賞

「神秘な五重塔」

27
（土）

企画展「四境戦争の策源地・
山口」（～ 5 月 8 日）     （大殿）
山口市菜香亭
　　　　　　　 （☎ 083-934-3312）

狐の足あとギャラリー
原田和明オートマタ展「山口
物語」（～3月31日）　 （湯田）
狐の足あと （☎ 083-921-8818）

あしたへ

トライ
成人式


